
平成２３年（２０１１年）２月１１日発行－３－　　（２２７号） 議 会 だ よ り

平
成　

年
度
一
般
会
計
歳
入
歳
出

２１

決

算

の

認

定

に

つ

い

て

　

平
成　

年
８
月　

日
の
本
会
議

２２

３０

に
お
い
て
、
決
算
特
別
委
員
会
に

付
託
し
審
査
を
行
い
ま
し
た
。

　

第
３
回
定
例
会
で
は
、
平
成　
２２

年
９
月　

日
、　

日
、　

日
、　

２７

２８

２９

３０

日
、　

月
１
日
及
び
４
日
の
計
６

１０

回
に
わ
た
り
、
委
員
会
を
開
催
し

ま
し
た
。

　

委
員
会
で
は
、
市
民
交
流
セ
ン

タ
ー
関
連
の
質
疑
が
行
わ
れ
、
特

別
会
計
の
決
算
認
定
の
議
案
６
件

も
含
め
て
、
継
続
審
査
す
る
こ
と

と
な
り
、
閉
会
中
の　

月　

日
に

１１

１７

も
委
員
会
を
開
催
し
審
査
を
行
い

ま
し
た
。

　

一
般
会
計
の
平
成　

年
度
決
算

２１

額
は
、
歳
入
総
額
が　

億
１
千　

３８８

１９９

万
５
千
円
で
前
年
度
対
比
０
・
３

％
増
加
し
ま
し
た
。
ま
た
、
歳
出

総
額
は
、　

億
３
千　

万
４
千
円

３７２

１６２

で
前
年
度
と
の
対
比
で
３
・
８
％

増
加
し
ま
し
た
。

　

歳
入
面
で
は
、
固
定
資
産
税
が

前
年
度
の
収
入
実
績
を
上
回
っ
た

こ
と
な
ど
に
よ
り
、
市
税
収
入
が

　

億
４
千　

万
５
千
円
と
前
年
度

１９９

６５

比
で
０
・
２
％
増
加
し
ま
し
た
。

　

一
方
、
歳
出
面
で
は
、
武
蔵
小

金
井
駅
南
口
再
開
発
事
業
の
関
連

経
費
な
ど
の
減
少
に
よ
り
、
投
資

的
経
費
は
前
年
度
と
の
対
比
で
約

７
億
９
千
万
円
減
少
し
ま
し
た
。

ま
た
、
積
立
金
で
は
、
財
政
調
整

基
金
や
環
境
基
金
な
ど
へ
約　

億
１２

２
千
万
円
を
積
み
立
て
ま
し
た
。

　
　

月　

日
の
本
会
議
で
は
、
採

１１

３０

決
の
結
果
、
起
立
多
数
に
よ
り
認

定
し
ま
し
た
。

反
対
討
論
（
要
旨
）

青
木
ひ
か
る
（
み
ど
り
・
市
民
）

　

第
一
に
、
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー

を
購
入
す
る
こ
と
を
前
提
と
し
た

予
算
執
行
が
な
さ
れ
た
。
第
二
に
、

前
年
度
に
続
き
新
ご
み
処
理
施
設

の
建
設
場
所
を
確
定
で
き
な
か
っ

た
。
第
三
に
、
年
間
の
予
算
執
行

が
計
画
的
に
行
わ
れ
て
い
な
い
。

第
四
に
、
行
革
の
分
野
で
市
民
参

加
を
な
い
が
し
ろ
に
す
る
対
応
が

行
わ
れ
た
。
よ
っ
て
反
対
す
る
。

賛
成
討
論
（
要
旨
）

紀　

由
紀
子
（
公
明
党
）

　

賛
成
の
理
由
は
①
市
民
サ
ー
ビ

ス
向
上
の
た
め
行
革
を
推
進
し
、

人
件
費
比
率
が　

・
１
％
と
低
下

２０

②
妊
婦
健
診
を　

回
に
拡
充
や
女

１４

性
特
有
の
が
ん
無
料
ク
ー
ポ
ン
券

の
実
施
等
の
健
康
施
策
の
拡
充
③

環
境
対
策
・
都
市
基
盤
の
充
実
④

農
業
振
興
や
商
業
振
興
⑤
芸
術
文

化
の
振
興
や
教
育
の
拡
充
（
地
デ

ジ
対
応
等
）。
よ
っ
て
賛
成
す
る
。

反
対
討
論
（
要
旨
）

森
戸
洋
子
（
日
本
共
産
党
）

　

以
下
の
点
で
決
算
に
反
対
す
る
。

①
市
民
の
生
活
が
厳
し
い
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
市
民
生
活
支
援
が
不

十
分
。
②
新
ご
み
処
理
施
設
建
設

問
題
に
つ
い
て
対
応
が
不
十
分
。

③
市
民
を
犠
牲
に
す
る
問
題
だ
ら

け
の
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
開
設
準

備
費
用
が
含
ま
れ
て
い
る
。
④
図

書
館
、
学
童
保
育
の
委
託
化
を
強

引
に
進
め
よ
う
と
し
た
こ
と
な
ど
。

賛
成
討
論
（
要
旨
）

中
根
三
枝
（
自
民
党
小
金
井
）

　

平
成　

年
度
実
質
収
支
は
約　

２１

１５

億
４
千　

万
円
で
４
年
連
続　

億

５００

１０

円
を
超
す
。
単
年
度
財
政
は
良
好

で
あ
る
。
人
件
費
比
率
は
３
年
連

続
ベ
ス
ト
数
値
を
更
新
し　

・
１

２０

％
と
な
る
。
行
財
政
改
革
で
は
住

宅
手
当
の
引
下
げ
、
業
務
委
託
指

定
管
理
者
制
度
導
入
等
の
努
力
は

見
ら
れ
る
が
、
ま
だ
道
半
ば
で
あ

る
こ
と
を
指
摘
し
、
賛
成
す
る
。

議案などの審議結果は、小金井市議会のホームページでも掲載しています。 小金井市議会 検索郭

議　

決　

結　

果

○賛成　　×反対　　△退席
−欠席（親族の忌引のため） 

付　
　

託　
　

先

議 案 の 審 議 結 果 会派名（人数）　 ※議長は除く

市
民
会
議

 

 
敢

改
革
連
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敢

自
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柑

自
民
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金
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柑

公　
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棺

民
主
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社
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桓

日
本
共
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党 
棺

み
ど
り
・
市
民 
歓

認　定×〇〇〇〇〇××決平成２１年度小金井市一般会計歳入歳出決算の認定について

第

４

回

定

例

会

認　定〇〇〇〇〇〇××決平成２１年度小金井市国民健康保険特別会計歳入歳出決算の認定について

認　定〇〇〇〇〇〇××決平成２１年度小金井市下水道事業特別会計歳入歳出決算の認定について

認　定〇〇〇〇〇〇〇〇決平成２１年度小金井市受託水道事業特別会計歳入歳出決算の認定について

認　定〇〇〇〇〇〇〇〇決平成２１年度小金井市老人保健医療特別会計歳入歳出決算の認定について

認　定〇〇〇〇〇〇〇〇４
×２決平成２１年度小金井市介護保険特別会計歳入歳出決算の認定について

認　定〇〇〇〇〇〇××決平成２１年度小金井市後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認定について

可　決×〇〇〇〇〇××総小金井市民交流センター等の取得について

可　決×〇〇〇〇〇××総小金井市民交流センターの指定管理者の指定について
議会として
異議のない旨
の意見を提出

〇〇〇〇〇〇〇〇即人権擁護委員候補者の推薦について（同様外４件）

原案可決〇〇〇〇〇〇〇〇予平成２２年度小金井市一般会計補正予算（第４回）

原案可決〇〇〇〇〇〇△〇即職員の給与に関する条例の特例に関する条例

原案可決〇〇〇〇〇〇〇〇即特別職の給与に関する条例の特例に関する条例

原案可決〇〇〇〇〇〇〇〇即小金井市教育委員会教育長の給与の特例に関する条例

原案可決〇〇〇〇〇〇××総小金井市住民基本台帳カードの利用に関する条例

原案可決〇〇〇〇〇〇××総小金井市手数料条例の一部を改正する条例

議長裁決
原案可決×〇〇〇〇〇２

△１××厚小金井市奨学資金支給条例の一部を改正する条例

可　決〇〇〇〇〇〇〇〇建市道路線の変更について

原案可決〇〇〇〇〇〇〇〇総東京都市公平委員会共同設置規約の一部を改正する規約

原案可決〇〇〇〇〇〇〇〇建湖南衛生組合規約の一部を改正する規約

原案可決〇〇〇〇〇〇△〇総小金井市一般職の任期付職員の採用及び給与の特例に関する条例及び職員の給与に関する
条例の一部を改正する条例

承　認〇〇〇〇〇〇〇〇即議案第７２号平成２２年度小金井市一般会計補正予算（第５回）の撤回

承　認〇〇〇〇〇〇〇〇即議案第７３号小金井市有料自転車駐車場条例の一部を改正する条例の撤回

原案可決〇〇〇１
−１

〇１
×１〇〇〇〇即小金井市議会の議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例の特例に関する条例（議員提

案）

承　認〇〇〇〇〇〇〇〇即議員案第５０号小金井市乳幼児の医療費の助成に関する条例及び小金井市義務教育就学児の
医療費の助成に関する条例の一部を改正する条例（議員提案）の撤回

承　認×〇〇〇〇〇××即議案第５８号「小金井市民交流センターの指定管理者の指定について」の訂正について
第
２
回

臨
時
会

承　認×〇〇〇〇〇××即議案第５８号「小金井市民交流センターの指定管理者の指定について」の訂正について
第
３
回

臨
時
会

付託先略称　即：委員会付託を省略し本会議で採決　　総：総務企画委員会
　　　　　　厚：厚生文教委員会　　建：建設環境委員会
　　　　　　予：予算特別委員会　　決：決算特別委員会


